
県内交通事故多発
ワースト１位交差点の
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交差点左折導流路の曲線半径縮小と、
導流路の廃止により、左折導流路での
出会頭事故・左折事故等が、約５割減少

● 国道２号大供交差点は、
・平成17年～20年までに死傷事故が105件発生
・これは死傷事故率では1606件/億台ｷﾛであり、
全国的に見ても事故が多く発生している箇所
・平成18年、19年と２年連続して岡山県内で交
通事故多発ワースト１位交差点

【死傷事故率曲線】

【対策結果】

①導流路進入速度を下げるため半径を縮小
②交差機会を減らすため導流路廃止（左折
滞留長延伸とｾｯﾄ）

①導流路半径縮小
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対策前の自動車導線

対策後の自動車導線

②導流路廃止
（左折滞留長延伸）

対策後
【対策前後の事故件数】

※対策前：H１７～H２０の事故件数の年間平均値
対策後：H２１の年間事故件数
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【対策前・事故発生状況】

至

岡
山
駅

岡
山
市
役
所

至

大
元

至 野田

至 大雲寺

【事故要因①】
高い速度のまま横断歩道部に進入

【事故要因②】
交差機会が多い

①

②

【事故内容②】
『車×車』、『車×自転車・歩行者』の
出会頭、左折事故等が多発

【事故内容①】
『車×自転車・歩行者』との
出会頭・左折事故等が多発
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対策前 ②俯瞰写真
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全国（国道・都道府県道）　死傷事故率

事故の発生していない区間：５０％

要対策区間：約15万区間
（全体の２２％の区間に死傷事故の７１％が集中）

※全国の国道・都道府県道約18万kmにおける４年間（H15～18）の平均事故データから作成
全体：約71万区間

（件/億台キロ）

大供交差点
・ 死傷事故率 1606件/億台キロ
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【位置図】

（岡山市北区大供）
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